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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月27日(2008.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　次式（Ｉ）
【化１】



(2) JP 2002-97184 A5 2008.8.14

〔式中、ｎが１である場合、Ｒ1 はそれぞれ未置換の、またはフッ素原子、ヒドロキシ基
、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素
原子数１ないし１８のアルキルチオ基、ジ（炭素原子数１ないし４のアルキル）アミノ基
、フェニル基、ベンジル基、ベンゾイル基により、もしくはベンゾイルオキシ基により置
換されたナフチル基、フェナントリル基、アントリル基、５，６，７，８－テトラヒドロ
－２－ナフチル基、チエニル基、ベンゾ［ｂ］チエニル基、ナフト［２，３－ｂ］チエニ
ル基、チアントレニル基、フリル基、ベンゾフリル基、イソベンゾフリル基、ジベンゾフ
リル基、キサンテニル基、フェノキサチイニル基、ピロリル基、イミダゾリル基、ピラゾ
リル基、ピラジニル基、ピリジル基、ピリミジニル基、ピリダジニル基、インドリジニル
基、イソインドリル基、インドリル基、インダゾリル基、プリニル基、キノリジニル基、
イソキノリル基、キノリル基、フタラジニル基、ナフチリジニル基、キノクサリニル基、
キナゾリニル基、シンノリニル基、プテリジニル基、カルバゾリル基、β－カルボリニル
基、フェナントリジニル基、アクリジニル基、ペリミジニル基、フェナントロリニル基、
フェナジニル基、イソチアゾリル基、フェノチアジニル基、イソキサゾリル基、フラザニ
ル基、ビフェニル基、ターフェニル基、フルオレニル基またはフェノキサジニル基を表す
か、あるいはＲ1 は次式ＩＩまたはＩＩＩ
【化２】

で表される基を表わし、
ｎが２である場合、Ｒ1 はそれぞれ未置換の、または炭素原子数１ないし４のアルキル基
により、もしくはフッ素原子により置換されたフェニレン基またはナフチレン基を表すか
、あるいは－Ｒ6 －Ｘ－Ｒ7 －を表わし、
Ｒ2 、Ｒ3 、Ｒ4 およびＲ5 はそれぞれ互いに独立して水素原子、フッ素原子、ヒドロキ
シ基、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル
基、未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換フェニル基、未置換の、も
しくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換炭素原子数５ないし８のシクロアルキル基；
炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素原子数１ないし１８のアルキルチオ基、炭
素原子数１ないし４のアルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし４のアルキル）アミノ
基、炭素原子数１ないし２５のアルカノイルオキシ基、炭素原子数１ないし２５のアルカ
ノイルアミノ基；酸素原子、イオウ原子により、もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭
素原子数３ないし２５のアルカノイルオキシ基；炭素原子数６ないし９のシクロアルキル
カルボニルオキシ基、ベンゾイルオキシ基または炭素原子数１ないし１２のアルキル置換
ベンゾイルオキシ基を表すか、あるいは更に、基Ｒ2 およびＲ3 、または基Ｒ3 およびＲ

4 、または基Ｒ4 およびＲ5 はそれらが結合している炭素原子と一緒になってベンゾ環を
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形成し、Ｒ4 は付加的に－（ＣＨ2 ）p －ＣＯＲ9 または－（ＣＨ2 ）q ＯＨを表すか、
あるいはＲ3 およびＲ5 が水素原子を表わす場合、Ｒ4 は付加的に次式ＩＶ
【化３】

（式中、Ｒ1 は、ｎが１である場合に関して上記で定義された通りである。）で表わされ
る基を表わし、
Ｒ6 およびＲ7 はそれぞれ互いに独立して、各々未置換の、もしくは炭素原子数１ないし
４のアルキル基により置換されたフェニレン基またはナフチレン基を表わし、Ｒ8 は炭素
原子数１ないし８のアルキル基を表わし、
Ｒ9 はヒドロキシ基、
【化４】

炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基または
【化５】

を表わし、
Ｒ10およびＲ11はそれぞれ互いに独立して水素原子、ＣＦ3 、炭素原子数１ないし１２の
アルキル基またはフェニル基を表わすか、あるいはＲ10およびＲ11はそれらが結合してい
る炭素原子と一緒になって、未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基１な
いし３個により置換された炭素原子数５ないし８のシクロアルキリデン環を形成し、
Ｒ12およびＲ13はそれぞれ互いに独立して水素原子または炭素原子数１ないし１８のアル
キル基を表わし、
Ｒ14は水素原子または炭素原子数１ないし１８のアルキル基を表わし、
Ｒ19、Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22およびＲ23はそれぞれ互いに独立して水素原子、ハロゲン原子、
フルオロ置換炭素原子数１ないし１２のアルキル基；－ＣＮ、
【化６】

－ＳＯＲ46、－ＳＯ2 Ｒ46、ＳＯ3 Ｒ46、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２５のアル
キル基；酸素原子、イオウ原子により、もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数
２ないし２５のアルキル基；炭素原子数１ないし２５のアルコキシ基；酸素原子、イオウ
原子により、もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数２ないし２５のアルコキシ
基；炭素原子数１ないし２５のアルキルチオ基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキ
ル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルコキシ基、未置換の、もしくは炭素原子数１
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ないし４のアルキル置換フェニル基；未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキ
ル置換フェノキシ基；未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換炭素原子
数５ないし８のシクロアルキル基；未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル
置換炭素原子数５ないし８のシクロアルコキシ基；ジ（炭素原子数１ないし４のアルキル
）アミノ基、炭素原子数１ないし２５のアルカノイル基；酸素原子、イオウ原子により、
もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイル基；炭素原
子数１ないし２５のアルカノイルオキシ基；酸素原子、イオウ原子により、もしくは＞Ｎ
－Ｒ8 により中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイルオキシ基；炭素原子数１
ないし２５のアルカノイルアミノ基、炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニル
基、炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニルオキシ基、ベンゾイル基または炭
素原子数１ないし１２のアルキル置換ベンゾイル基；ベンゾイルオキシ基または炭素原子
数１ないし１２のアルキル置換ベンゾイルオキシ基；
【化７】

または
【化８】

を表わし、
Ｒ24は水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、または未置換の、もしくは炭素原
子数１ないし４のアルキル置換フェニル基を表わし、
Ｒ25およびＲ26は水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基またはフェニル基を表わ
すが、ただし基Ｒ25およびＲ26の少なくとも１個は水素原子を表わし、Ｒ27およびＲ28は
それぞれ互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基またはフェニル
基を表わし、
Ｒ29は水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表わし、
Ｒ30は水素原子、未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換フェニル基；
炭素原子数１ないし２５のアルキル基；酸素原子、イオウ原子により、もしくは＞Ｎ－Ｒ

8 により中断された炭素原子数２ないし２５のアルキル基；未置換の、もしくはフェニル
基上で炭素原子数１ないし４のアルキル基の１ないし３個により置換された炭素原子数７
ないし９のフェニルアルキル基；または酸素原子、イオウ原子により、もしくは＞Ｎ－Ｒ

8 により中断され、そして未置換の、もしくはフェニル基上で炭素原子数１ないし４のア
ルキル基の１ないし３個により置換された炭素原子数７ないし２５のフェニルアルキル基
を表わし、
Ｒ31は水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表わし、
Ｒ32は水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルカノイル基；酸素原子、イオウ原子によ
り、もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイル基；ジ
（炭素原子数１ないし６のアルキル）ホスホネート基により置換された炭素原子数２ない
し２５のアルカノイル基；炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニル基、テノイ
ル基、フロイル基、ベンゾイル基または炭素原子数１ないし１２のアルキル置換ベンゾイ
ル基；
【化９】
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または
【化１０】

を表わし、
Ｒ33は水素原子または炭素原子数１ないし８のアルキル基を表わし、
Ｒ34は直接結合、炭素原子数１ないし１８のアルキレン基；酸素原子、イオウ原子により
、もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数２ないし１８のアルキレン基；炭素原
子数２ないし２０のアルキリデン基、炭素原子数７ないし２０のフェニルアルキリデン基
、炭素原子数５ないし８のシクロアルキレン基、炭素原子数７ないし８のビシクロアルキ
レン基、未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換フェニレン基、
【化１１】

または
【化１２】

を表わし、
Ｒ35はヒドロキシ基、
【化１３】

炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基または
【化１４】
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を表わし、
Ｒ36は酸素原子、－ＮＨ－または
【化１５】

を表わし、
Ｒ37は炭素原子数１ないし１８のアルキル基またはフェニル基を表わし、
Ｒ42は水素原子、ヒドロキシ基、
【化１６】

炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、未
置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換フェニル基；未置換の、もしくは
炭素原子数１ないし４のアルキル置換炭素原子数５ないし８のシクロアルキル基；または
酸素原子、イオウ原子もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数３ないし２５のア
ルキル基を表わし、
Ｒ43は炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル
基、未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換フェニル基；未置換の、も
しくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換炭素原子数５ないし８のシクロアルキル基；
または酸素原子、イオウ原子、もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数３ないし
２５のアルキル基を表わし、
Ｒ44およびＲ45はそれぞれ互いに独立して水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルキル
基、ヒドロキシル置換炭素原子数２ないし２４のアルキル基；酸素原子、イオウ原子もし
くは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数３ないし２５のアルキル基；未置換の、もし
くはフェニル環上で炭素原子数１ないし４のアルキル基により置換された炭素原子数７な
いし９のフェニルアルキル基；または炭素原子数３ないし２４のアルケニル基を表すか；
あるいはＲ44およびＲ45はそれらが結合している窒素原子と一緒になって、未置換の、も
しくは炭素原子数１ないし４のアルキル基により置換されているか、または酸素原子、イ
オウ原子もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された５、６または７員複素環を形成し、
Ｒ46は水素原子または炭素原子数１ないし２５のアルキル基を表わし、
Ｍはｒ価の金属カチオンを表わし、
Ｘは直接結合、酸素原子、イオウ原子または－ＮＲ14－を表わし、
ｎは１または２であり、
ｐは０、１または２であり、
ｑは１、２、３、４、５または６であり、
ｒは１、２または３であり、そして
ｓは０、１または２である。〕で表される化合物の製造方法であって、次式Ｖ
【化１７】
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〔式中、Ｒ1 およびｎは上記で定義された通りであり、
Ｒ2 、Ｒ3 、Ｒ’4 およびＲ5 はそれぞれ互いに独立して水素原子、フッ素原子、ヒドロ
キシ基、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキ
ル基、未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換フェニル基、未置換の、
もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換炭素原子数５ないし８のシクロアルキル基
；炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素原子数１ないし１８のアルキルチオ基、
炭素原子数１ないし４のアルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし４のアルキル）アミ
ノ基、炭素原子数１ないし２５のアルカノイルオキシ基、炭素原子数１ないし２５のアル
カノイルアミノ基；酸素原子、イオウ原子により、もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された
炭素原子数３ないし２５のアルカノイルオキシ基；炭素原子数６ないし９のシクロアルキ
ルカルボニルオキシ基、ベンゾイルオキシ基または炭素原子数１ないし１２のアルキル置
換ベンゾイルオキシ基を表すか、あるいは更に、基Ｒ2 およびＲ3 、または基Ｒ3 および
Ｒ’4 、または基Ｒ’4 およびＲ5 はそれらが結合している炭素原子と一緒になってベン
ゾ環を形成し、Ｒ’4 は付加的に－（ＣＨ2 ）p －ＣＯＲ9 または－（ＣＨ2 ）q ＯＨを
表すか、あるいはＲ3 およびＲ5 が水素原子を表わす場合、Ｒ’4 は付加的に次式ＶＩ
【化１８】

（式中、Ｒ1 は、ｎが１である場合に関して上記で定義された通りである。）で表わされ
る基を表わす。〕で表される化合物を、酸の存在下、水性溶媒中で加水分解することから
なる方法。
　　【請求項２】　次式Ｉ
【化１９】

（式中、一般記号は請求項１に定義された通りである。）で表される化合物の製造方法で
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あって、次式ＶＩＩ
【化２０】

〔式中、Ｒ1 およびｎは請求項１で定義された通りであり、
Ｒ2 、Ｒ3 、Ｒ’’4 およびＲ5 はそれぞれ互いに独立して水素原子、フッ素原子、ヒド
ロキシ基、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアル
キル基、未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換フェニル基、未置換の
、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換炭素原子数５ないし８のシクロアルキル
基；炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素原子数１ないし１８のアルキルチオ基
、炭素原子数１ないし４のアルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし４のアルキル）ア
ミノ基、炭素原子数１ないし２５のアルカノイルオキシ基、炭素原子数１ないし２５のア
ルカノイルアミノ基；酸素原子、イオウ原子により、もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断され
た炭素原子数３ないし２５のアルカノイルオキシ基；炭素原子数６ないし９のシクロアル
キルカルボニルオキシ基、ベンゾイルオキシ基または炭素原子数１ないし１２のアルキル
置換ベンゾイルオキシ基を表すか、あるいは更に、基Ｒ2 およびＲ3 、または基Ｒ3 およ
びＲ’’4 、または基Ｒ’’4 およびＲ5 はそれらが結合している炭素原子と一緒になっ
てベンゾ環を形成し、Ｒ’’4 は付加的に－（ＣＨ2 ）p －ＣＯＲ9 または－（ＣＨ2 ）

q ＯＨを表すか、あるいはＲ3 およびＲ5 が水素原子を表わす場合、Ｒ’’4 は付加的に
次式ＶＩＩＩ
【化２１】

（式中、Ｒ1 は請求項１でｎが１である場合に関して定義された通りであり、Ｒ2 、Ｒ10

およびＲ11は請求項１で定義された通りである。）で表される基を表わし、
Ｒ50は－ＯＲ51、－ＳＲ52、
【化２２】

または
【化２３】
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を表わし、
Ｒ51は炭素原子数１ないし２５のアルキル基；酸素原子により、もしくはイオウ原子によ
り中断された炭素原子数２ないし２５のアルキル基；炭素原子数７ないし９のフェニルア
ルキル基、未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換炭素原子数５ないし
８のシクロアルキル基；未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換フェニ
ル基を表わし、
Ｒ52は炭素原子数１ないし２５のアルキル基；酸素原子により、もしくはイオウ原子によ
り中断された炭素原子数２ないし２５のアルキル基；炭素原子数７ないし９のフェニルア
ルキル基、未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換炭素原子数５ないし
８のシクロアルキル基；未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換フェニ
ル基を表わし、
Ｒ53およびＲ54はそれぞれ互いに独立して水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルキル
基；酸素原子により、もしくはイオウ原子により中断された炭素原子数２ないし２５のア
ルキル基；炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、未置換の、もしくは炭素原子数
１ないし４のアルキル置換炭素原子数５ないし８のシクロアルキル基；またはデンドリマ
ー性、オリゴマー性もしくはポリマー性炭素原子数４ないし１００の炭化水素基を表わし
、
Ｒ55は炭素原子数１ないし２５のアルキル基；酸素原子により、もしくはイオウ原子によ
り中断された炭素原子数２ないし２５のアルキル基；炭素原子数７ないし９のフェニルア
ルキル基、未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換炭素原子数５ないし
８のシクロアルキル基；未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換フェニ
ル基を表すか；あるいは次式ＩＸ
【化２４】

（式中、Ｒ1 およびｎは請求項１で定義された通りである。）で表される基を表わし、
Ｒ56は未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換炭素原子数２ないし１２
のアルキレン基を表す。〕で表される化合物を、シアニド塩水溶液により変換して、次式
Ｖ
【化２５】

（式中、一般記号は請求項１に定義された通りである。）で表される化合物を形成して、
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次いで式Ｖで表される化合物を酸の存在下、水性溶媒中で加水分解することからなる方法
。
　　【請求項３】　次式Ｖ
【化２６】

〔式中、ｎが１である場合、Ｒ1 はそれぞれ未置換の、またはフッ素原子、ヒドロキシ基
、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素
原子数１ないし１８のアルキルチオ基、ジ（炭素原子数１ないし４のアルキル）アミノ基
、フェニル基、ベンジル基、ベンゾイル基により、もしくはベンゾイルオキシ基により置
換されたナフチル基、フェナントリル基、アントリル基、５，６，７，８－テトラヒドロ
－２－ナフチル基、チエニル基、ベンゾ［ｂ］チエニル基、ナフト［２，３－ｂ］チエニ
ル基、チアントレニル基、フリル基、ベンゾフリル基、イソベンゾフリル基、ジベンゾフ
リル基、キサンテニル基、フェノキサチイニル基、ピロリル基、イミダゾリル基、ピラゾ
リル基、ピラジニル基、ピリジル基、ピリミジニル基、ピリダジニル基、インドリジニル
基、イソインドリル基、インドリル基、インダゾリル基、プリニル基、キノリジニル基、
イソキノリル基、キノリル基、フタラジニル基、ナフチリジニル基、キノクサリニル基、
キナゾリニル基、シンノリニル基、プテリジニル基、カルバゾリル基、β－カルボリニル
基、フェナントリジニル基、アクリジニル基、ペリミジニル基、フェナントロリニル基、
フェナジニル基、イソチアゾリル基、フェノチアジニル基、イソキサゾリル基、フラザニ
ル基、ビフェニル基、ターフェニル基、フルオレニル基またはフェノキサジニル基を表す
か、あるいはＲ1 は次式ＩＩまたはＩＩＩ
【化２７】

で表される基を表わし、
ｎが２である場合、Ｒ1 はそれぞれ未置換の、または炭素原子数１ないし４のアルキル基
もしくはフッ素原子により置換されたフェニレン基またはナフチレン基を表すか、あるい
は－Ｒ6 －Ｘ－Ｒ7 －を表わし、
Ｒ2 、Ｒ3 、Ｒ’4 およびＲ5 はそれぞれ互いに独立して水素原子、フッ素原子、ヒドロ
キシ基、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキ
ル基、未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換フェニル基、未置換の、
もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換炭素原子数５ないし８のシクロアルキル基
；炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素原子数１ないし１８のアルキルチオ基、
炭素原子数１ないし４のアルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし４のアルキル）アミ
ノ基、炭素原子数１ないし２５のアルカノイルオキシ基、炭素原子数１ないし２５のアル
カノイルアミノ基；酸素原子、イオウ原子により、もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された
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炭素原子数３ないし２５のアルカノイルオキシ基；炭素原子数６ないし９のシクロアルキ
ルカルボニルオキシ基、ベンゾイルオキシ基または炭素原子数１ないし１２のアルキル置
換ベンゾイルオキシ基を表すか、あるいは更に、基Ｒ2 およびＲ3 、または基Ｒ3 および
Ｒ’4 、または基Ｒ’4 およびＲ5 はそれらが結合している炭素原子と一緒になってベン
ゾ環を形成し、Ｒ’4 は付加的に－（ＣＨ2 ）p －ＣＯＲ9 または－（ＣＨ2 ）q ＯＨを
表すか、あるいはＲ3 およびＲ5 が水素原子を表わす場合、Ｒ’4 は付加的に次式ＶＩ
【化２８】

（式中、Ｒ1 は、ｎが１である場合に関して上記で定義された通りである。）で表わされ
る基を表わし、
Ｒ6 およびＲ7 はそれぞれ互いに独立して、各々未置換の、もしくは炭素原子数１ないし
４のアルキル基により置換されたフェニレン基またはナフチレン基を表わし、Ｒ8 は炭素
原子数１ないし８のアルキル基を表わし、
Ｒ9 はヒドロキシ基、
【化２９】

炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基または
【化３０】

を表わし、
Ｒ10およびＲ11はそれぞれ互いに独立して水素原子、ＣＦ3 、炭素原子数１ないし１２の
アルキル基またはフェニル基を表わすか、あるいはＲ10およびＲ11はそれらが結合してい
る炭素原子と一緒になって、未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基１な
いし３個により置換された炭素原子数５ないし８のシクロアルキリデン環を形成し、
Ｒ12およびＲ13はそれぞれ互いに独立して水素原子または炭素原子数１ないし１８のアル
キル基を表わし、
Ｒ14は水素原子または炭素原子数１ないし１８のアルキル基を表わし、
Ｒ19、Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22およびＲ23はそれぞれ互いに独立して水素原子、ハロゲン原子、
フルオロ置換炭素原子数１ないし１２のアルキル基；－ＣＮ、
【化３１】

－ＳＯＲ46、－ＳＯ2 Ｒ46、ＳＯ3 Ｒ46、ヒドロキシ基、炭素原子数１ないし２５のアル
キル基；酸素原子、イオウ原子により、もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数
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２ないし２５のアルキル基；炭素原子数１ないし２５のアルコキシ基；酸素原子、イオウ
原子により、もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数２ないし２５のアルコキシ
基；炭素原子数１ないし２５のアルキルチオ基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキ
ル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルコキシ基、未置換の、もしくは炭素原子数１
ないし４のアルキル置換フェニル基；未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキ
ル置換フェノキシ基；未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換炭素原子
数５ないし８のシクロアルキル基；未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル
置換炭素原子数５ないし８のシクロアルコキシ基；ジ（炭素原子数１ないし４のアルキル
）アミノ基、炭素原子数１ないし２５のアルカノイル基；酸素原子、イオウ原子により、
もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイル基；炭素原
子数１ないし２５のアルカノイルオキシ基；酸素原子、イオウ原子により、もしくは＞Ｎ
－Ｒ8 により中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイルオキシ基；炭素原子数１
ないし２５のアルカノイルアミノ基、炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニル
基、炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニルオキシ基、ベンゾイル基または炭
素原子数１ないし１２のアルキル置換ベンゾイル基；ベンゾイルオキシ基または炭素原子
数１ないし１２のアルキル置換ベンゾイルオキシ基；
【化３２】

または
【化３３】

を表わし、
Ｒ24は水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、または未置換の、もしくは炭素原
子数１ないし４のアルキル置換フェニル基を表わし、
Ｒ25およびＲ26は水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基またはフェニル基を表わ
すが、ただし基Ｒ25およびＲ26の少なくとも１個は水素原子を表わし、Ｒ27およびＲ28は
それぞれ互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基またはフェニル
基を表わし、
Ｒ29は水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表わし、
Ｒ30は水素原子、未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換フェニル基；
炭素原子数１ないし２５のアルキル基；酸素原子、イオウ原子により、もしくは＞Ｎ－Ｒ

8 により中断された炭素原子数２ないし２５のアルキル基；未置換の、もしくはフェニル
基上で炭素原子数１ないし４のアルキル基の１ないし３個により置換された炭素原子数７
ないし９のフェニルアルキル基；または酸素原子、イオウ原子により、もしくは＞Ｎ－Ｒ

8 により中断され、そして未置換の、もしくはフェニル基上で炭素原子数１ないし４のア
ルキル基の１ないし３個により置換された炭素原子数７ないし２５のフェニルアルキル基
を表わし、
Ｒ31は水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表わし、
Ｒ32は水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルカノイル基；酸素原子、イオウ原子によ
り、もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイル基；ジ
（炭素原子数１ないし６のアルキル）ホスホネート基により置換された炭素原子数２ない
し２５のアルカノイル基；炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニル基、テノイ
ル基、フロイル基、ベンゾイル基または炭素原子数１ないし１２のアルキル置換ベンゾイ
ル基；
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【化３４】

または
【化３５】

を表わし、
Ｒ33は水素原子または炭素原子数１ないし８のアルキル基を表わし、
Ｒ34は直接結合、炭素原子数１ないし１８のアルキレン基；酸素原子、イオウ原子により
、もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数２ないし１８のアルキレン基；炭素原
子数２ないし２０のアルキリデン基、炭素原子数７ないし２０のフェニルアルキリデン基
、炭素原子数５ないし８のシクロアルキレン基、炭素原子数７ないし８のビシクロアルキ
レン基、未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換フェニレン基、
【化３６】

または
【化３７】

を表わし、
Ｒ35はヒドロキシ基、
【化３８】

炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基または
【化３９】
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を表わし、
Ｒ36は酸素原子、－ＮＨ－または
【化４０】

を表わし、
Ｒ37は炭素原子数１ないし１８のアルキル基またはフェニル基を表わし、
Ｒ42は水素原子、ヒドロキシ基、
【化４１】

炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、未
置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換フェニル基；未置換の、もしくは
炭素原子数１ないし４のアルキル置換炭素原子数５ないし８のシクロアルキル基；または
酸素原子、イオウ原子もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数３ないし２５のア
ルキル基を表わし、
Ｒ43は炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル
基、未置換の、もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換フェニル基；未置換の、も
しくは炭素原子数１ないし４のアルキル置換炭素原子数５ないし８のシクロアルキル基；
または酸素原子、イオウ原子、もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数３ないし
２５のアルキル基を表わし、
Ｒ44およびＲ45はそれぞれ互いに独立して水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルキル
基、ヒドロキシル置換炭素原子数２ないし２４のアルキル基；酸素原子、イオウ原子もし
くは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された炭素原子数３ないし２５のアルキル基；未置換の、もし
くはフェニル環上で炭素原子数１ないし４のアルキル基により置換された炭素原子数７な
いし９のフェニルアルキル基；または炭素原子数３ないし２４のアルケニル基を表すか；
あるいはＲ44およびＲ45はそれらが結合している窒素原子と一緒になって、未置換の、も
しくは炭素原子数１ないし４のアルキル基により置換されているか、または酸素原子、イ
オウ原子もしくは＞Ｎ－Ｒ8 により中断された５、６または７員複素環を形成し、
Ｒ46は水素原子または炭素原子数１ないし２５のアルキル基を表わし、
Ｍはｒ価の金属カチオンを表わし、
Ｘは直接結合、酸素原子、イオウ原子または－ＮＲ14－を表わし、
ｎは１または２であり、
ｐは０、１または２であり、
ｑは１、２、３、４、５または６であり、
ｒは１、２または３であり、そして
ｓは０、１または２であるが、ただし、Ｒ2 、Ｒ3 、Ｒ5 、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22およ
びＲ23が水素原子を表わす場合、Ｒ’4 はメチルチオ基を表わさない。〕で表される化合
物。
　　【請求項４】　ａ）酸化、熱または光に誘導された分解を受け易い有機材料、および
ｂ）請求項３記載の式Ｖで表される化合物の少なくとも一種からなる組成物。
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